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コ ー ス 歯形解剖学と骨学・歯形解剖学と骨学実習　（Dental Anatomy and Osteology Lecture & Lab class）
学年・期・単位 第１学年・後期・２単位 科目担当責任者 高橋　常男（人体構造学講座  肉眼解剖学・臨床解剖学分野教授）
オフィスアワー eメールにて受付けるので、直接担当者へ連絡すること。メールアドレス 松尾：masato@kdcnet.ac.jp,   飯村：aiimura@kdcnet.ac.jp

一般目標（GIO）

歯科医師として咬合機能を回復するための基礎知識として、歯形解剖では歯の形態的特徴を学ぶと同時に、歯列や咬合関係を理
解する。実習では講義で得られた知識をもとに石膏ブロックやワックス棒を用いて、歯の形態を3次元的に再現できる能力を習得
する。
骨学では骨の役割と基本構造、関節について学習する。実習では、ヒト骨格標本を使用して、個々の骨の特徴をスケッチしなが
ら3次元的に骨形態を理解する。プラスティック製頭蓋骨を用いて骨ごとに着色し、構造物に名称の入ったモデルを作製する。

講義ユニット 一般目標（GIO）
 1．歯形解剖学総論 歯の種類、名称、記号、歯式、方向用語を理解し身につける。

 2．切歯 上下顎中切歯と側切歯の形態と特徴を理解し、鑑別能力を身につける。

 3．犬歯 犬上下顎犬歯の歯種別形態と特徴を理解し、鑑別能力を身につける。

 4．上顎小臼歯 上顎小臼歯部の歯種別形態と特徴を理解し、鑑別能力を身につける。

 5．下顎小臼歯 下顎小臼歯部の歯種別形態と特徴を理解し、鑑別能力を身につける。

 6．上顎大臼歯 上顎大臼歯部の歯種別形態と特徴を理解し、鑑別能力を身につける。

 7．下顎大臼歯 下顎大臼歯部の歯種別形態と特徴を理解し、鑑別能力を身につける。

 8．乳歯 乳歯の特徴について永久歯と比較して理解し、永久歯と乳歯の鑑別能力を身につける。

 9．歯列と咬合 歯列弓の成り立ちについて学習し、形態・分類について理解する。歯列と咬合の関係を修得する。

10．異常歯 歯の形態異常について正常歯と比較して理解する。異常歯が形成される原因について修得する。  

11．脊柱と胸郭 椎骨の一般的形態と各椎骨の特性、椎骨の積み重なりによる脊柱と脊柱管の構成、胸椎と肋骨、胸骨によ
る胸郭の構成を理解する。

12．上肢の骨と下肢の骨 上肢帯と自由上肢を構成する骨の形態と連絡、下肢帯と自由下肢を構成する骨の構成と連絡を理解する。

13．頭蓋骨の構造 頭蓋骨を構成する骨名を理解し、血管・神経との関連を修得する。

14．頭蓋骨の基準平面 頭蓋骨を構成する骨名を理解し、血管・神経との関連を修得する。

15．顎関節 顎関節を構成する骨名と形態を理解し、下顎運動を修得する。
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教科書〈講義〉
書名 著者名等 発行所

A　図説　歯の解剖学 高橋和人・野坂洋一郎　他著 医歯薬出版
B　口腔解剖学ノート 高橋和人・野坂洋一郎　他著 学建書院
C　人体解剖学 藤田恒太郎 南江堂
D　頭蓋骨モデル 輸入元（株）バース

参考書〈講義〉
書名 著者名等 発行所

口腔の解剖 高橋和人・野坂洋一郎　編 南江堂
骨学実習の手引き 寺田春水・藤田恒夫 南山堂

評価法（EV）
歯形解剖学と骨学の総合評価。彫刻試験（40％）、後期本試験（40％）、実習成績（20％）で評価する。
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授業計画〈講義〉
回 日付 ユニット 行動目標（SBOs） 学習方略（LS） 授業担当者 コアカリ／国試出題基準
１ 9/1 歯

形
解
剖
学

総
論

1. ヒトの歯の生物学的意義について説明できる。
2. 歯の種類、名称、記号、歯式、方向用語を説明できる。
3. 歯の名称および構造物の名称を日本語と英語で説明できる。

A P3～36､B P101～102。講義
用 DVD、提示カメラを用いて
解説を行う。

松尾雅斗
F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

２ 9/8 切
歯

1. 上下顎および隣接する切歯の形態と特徴の差異を説明できる。
2. 歯列の中の切歯の位置について説明できる。 

A P37～50､B P102。 講 義 用
DVD、提示カメラを用いて解説
を行う。

松尾雅斗
F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

３ 9/15 犬
歯

1. 上下顎犬歯の形態と特徴の差異を説明できる。
2. 歯列の中の犬歯の位置と咬合関係について説明できる。

A P51～55､B P102。 講 義 用
DVD、提示カメラを用いて解説
を行う。

松尾雅斗
F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

４ 9/22 上
顎
小
臼
歯

1. 上顎第一小臼歯と第二小臼歯の形態と特徴の差異を説明でき
る。
2. 歯列の中の上顎小臼歯の位置と咬合について説明できる。 

A P56～61､B P104。 講 義 用
DVD、提示カメラを用いて解説
を行う。

松尾雅斗
F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

５ 9/29 下
顎
小
臼
歯

1. 下顎第一小臼歯と第二小臼歯の形態と特徴の差異を説明でき
る。
2. 歯列の中の下顎小臼歯の位置と咬合について説明できる。    

A P62～66､B P104。 講 義 用
DVD、提示カメラを用いて解説
を行う。

松尾雅斗
F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

６ 10/6 上
顎
大
臼
歯

1. 上顎第一大臼歯と第二大臼歯の形態と特徴の差異を説明でき
る。
2. 咬頭と歯根の成り立ちについて説明できる。
3. 歯列の中の上顎大臼歯の位置と咬合について説明できる。   

A P67～75､B P105。 講 義 用
DVD、提示カメラを用いて解説
を行う。

松尾雅斗
F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

７ 10/13 下
顎
大
臼
歯

1. 下顎第一大臼歯と第二大臼歯の形態と特徴の差異を説明でき
る。
2. 咬頭と歯根の成り立ちについて説明できる。
3. 歯列の中の下顎小臼歯の位置と咬合について説明できる。    

A P76～83､B P105。 講 義 用
DVD、提示カメラを用いて解説
を行う。

松尾雅斗
F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

８ 10/20 乳
歯

1. 乳歯の特徴について永久歯と比較して説明できる。
2. 乳歯の種類と名称を説明できる。
3. 乳歯の形態とその機能を説明できる。 

A P85～124､125～143､B P103。
講義用 DVD、提示カメラを用
いて解説を行う。

松尾雅斗
F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B
各Ⅰ -( Ⅰ )-3-A

９ 10/27 歯
列
と
咬
合

1. 歯列弓の形態を分類し説明できる。
2. 上下・隣在歯の接触関係を説明できる。
3. 基本的な咬合様式と咬合位について説明できる。

A P143～167。提示カメラを用
いて異常歯および症例を示し解
説を行う。

松尾雅斗
F-2-2)- ③

総Ⅰ -( Ⅲ )-1-A､B
総Ⅰ -( Ⅲ )-2-B ～ D

10 11/10 異
常
歯

1. 歯の模型、天然歯を用いた歯の鑑別ができる。
2. 天然歯を用いて歯種別の形態と特徴を説明できる。
3. 歯の形態異常について説明できる。 

B P101～103。天然歯を配布し
解説に合わせて、鑑別を行う。

松尾雅斗
F-2-2)- ③

総Ⅰ -(1)-4-A､B
各Ⅲ -( Ⅲ )-1-A ～ E

11 11/17 脊
柱
と
胸
郭

脊柱と胸郭を構成する骨を列挙できる。 C P82～103｡ パワーポイントと
板書により解説する。

飯村彰
D-2-3)-（2）-①

総Ⅰ -( Ⅰ )-1-b

12 11/24 上
肢
の
骨
と

下
肢
の
骨

上肢帯と自由上肢、骨盤と自由下肢を構成する主な骨を列挙でき
る。

C P82～103｡ パワーポイントと
板書により解説する。

飯村彰
D-2-1)- ①

総Ⅰ -( Ⅰ )-7-A

13 12/1 頭
蓋
骨
の
構

造 1. 頭蓋骨の構成と構造を説明できる。
2. 内、外頭蓋底の孔とそこを通る脈管、神経を説明できる。

B P54～65｡ パワーポイントと
板書により解説する。

松尾雅斗
F-2-1)- ①

総Ⅰ -( Ⅰ )-7-A

14 12/8 頭
蓋
骨
の
基

準
平
面

頭蓋骨の基準点と基準平面を設定できる。 B P42～68｡ パワーポイントと
D頭蓋骨モデルにより解説す
る。

松尾雅斗
F-2-1)- ①

総Ⅰ -( Ⅰ )-7-A

15 12/15 顎
関
節

顎関節を構成する主な骨を列挙できる。 B P42～68｡ パワーポイントと
D頭蓋骨モデルにより解説す
る。

松尾雅斗
F-2-1)- ①

総Ⅰ -( Ⅰ )-7-A
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実習ユニット 一般目標（GIO）
 1．歯形解剖学総論 歯の種類、名称、記号、歯式、方向用語を理解する。歯の計測法や歯科材料の操作法を修得する。

 2．切歯 切歯の形態を理解し、展開図のスケッチとワックス彫刻の知識と技術を修得する。

 3．犬歯 犬歯の形態を理解し、展開図のスケッチとワックス彫刻の知識と技術を修得する。

 4．上顎小臼歯 上顎小臼歯の形態を理解し、展開図のスケッチとワックス彫刻の知識と技術を修得する。

 5．下顎小臼歯 下顎小臼歯の形態を理解し、展開図のスケッチとワックス彫刻の知識と技術を修得する。

 6．上顎大臼歯 上顎大臼歯の形態を理解し、展開図のスケッチと石膏彫刻の知識と技術を修得する。

 7．下顎大臼歯 下顎大臼歯の形態を理解し、展開図のスケッチと石膏彫刻の知識と技術を修得する。

 8．乳歯 乳歯の形態を理解し、展開図のスケッチと石膏彫刻の知識と技術を修得する。

 9．歯列と咬合 咬合様式について理解し、上下顎の咬合関係を再現する技術を修得する。

10．異常歯 歯の形態異常について理解し、正常歯と鑑別できる能力を習得する。  

11．脊柱と胸郭 椎骨の一般的形態と各椎骨の特性、椎骨の積み重なりによる脊柱と脊柱管の構成、胸椎と肋骨、胸骨によ
る胸郭の構成を理解する。

12．上肢の骨と下肢の骨 上肢帯と自由上肢を構成する骨の形態と連絡、下肢帯と自由下肢を構成する骨の構成と連絡を理解する。

13．頭蓋骨の構造 頭蓋骨を構成する骨名を理解する。

14．頭蓋骨の基準平面 頭蓋骨の解剖学的基準点・基準平面を身につける。

15．顎関節 顎関節を構成する骨名と形態を理解し、下顎運動を修得する。
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教科書〈実習〉
書名 著者名等 発行所

A　図説　歯の解剖学 高橋和人・野坂洋一郎　他著 医歯薬出版
B　口腔解剖学ノート 高橋和人・野坂洋一郎　他著 学建書院
C　人体解剖学 藤田恒太郎 南江堂
D　頭蓋骨モデル 輸入元（株）バース

参考書〈実習〉
書名 著者名等 発行所

口腔の解剖 高橋和人・野坂洋一郎　編 南江堂
骨学実習の手引き 寺田春水・藤田恒夫 南山堂

評価法（EV）
歯形解剖学と骨学の総合評価。彫刻試験（40％）、後期本試験（40％）、実習成績（20％）で評価する。
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授業計画〈実習〉
回 日付 ユニット 行動目標（SBOs） 学習方略（LS） 授業担当者 コアカリ／国試出題基準
１ 9/1 歯

形
解
剖
学

総
論

1. ノギスを用いた計測が行える。
2. 計測値に基づいた図を作製できる。

ノギスを用い、歯の計測をさせ
る。計測値に基づく歯の展開図
のスケッチをさせる。

松尾雅斗
教室員全員 E-2- ② 

総Ⅰ -( Ⅰ )-4-A､B

２ 9/1 1. 歯科技工の基本を実施できる。
2. 石膏・ワックスが彫刻刀で切削できる。
3. ワックスを軟化し築盛できる。

石膏によるカービング、ワック
スによるモデリングをさせる。 

松尾雅斗
教室員全員 E-2- ②③ 

総Ⅰ -( Ⅰ )-4-A､B

３ 9/8 切
歯

1. 上顎中切歯各面の解剖学的特徴を有した展開図をスケッチでき
る。
2. 上顎中切歯の解剖学的特徴を有した概形を石膏で彫刻できる。

模型計測後、展開図のスケッチ
をさせる。石膏棒を用いて歯冠・
歯根概形の彫刻をさせる。

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

４ 9/8 1. 上顎中切歯の解剖学的特徴を有した石膏彫刻ができる。
2. 審美的要素を満たした形態を持ち、隣接歯や対合歯との機能調
和のとれた彫刻ができる。 

隆線、溝を彫刻し仕上・完成を
させる。宿題で上顎側切歯の彫
刻をさせる。

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

５ 9/15 1. 下顎中切歯各面の解剖学的特徴を有した展開図をスケッチでき
る。
2. 下顎中切歯の解剖学的特徴を有した概形で石膏彫刻ができる。

模型計測後、展開図のスケッチ
をさせる。石膏棒を用いて歯冠
の概形の彫刻をさせる。

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

６ 9/15 1. 下顎中切歯の解剖学的特徴を有した石膏彫刻ができる。
2. 審美的要素を満たした形態を持ち、隣接歯や対合歯との機能調
和のとれた彫刻ができる。 

隆線、溝を彫刻して仕上・完成
をさせる。宿題で下顎側切歯の
彫刻をさせる。

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

７ 9/22 犬
歯

1. 上顎犬歯各面の解剖学的特徴を有した展開図をスケッチでき
る。
2. 上顎犬歯の解剖学的特徴を有した概形でワックス彫刻ができ
る。

模型計測後、展開図のスケッチ
をさせる。ワックス棒を用いて
歯冠概形の彫刻をさせる。

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

８ 9/22 1. 上顎犬歯の解剖学的特徴を有したワックス彫刻ができる。
2. 審美的要素を満たした形態を持ち、隣接歯や対合歯との機能調
和のとれた彫刻ができる。 

詳細に彫刻・築盛して仕上げ・
完成をさせる。宿題で下顎犬歯
の彫刻をさせる。

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

９ 9/29 上
顎
小
臼
歯

1. 上顎第一小臼歯各面の展開図をスケッチできる。
2. 上顎第一小臼歯の解剖学的特徴を有した概形で石膏彫刻ができ
る。

模型計測後、展開図のスケッチ
をさせる。石膏棒を用いて歯冠・
歯根の概形の彫刻をさせる。

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

10 9/29 1. 上顎第一小臼歯の解剖学的特徴を有した石膏彫刻ができる。
2. 審美的要素を満たした形態を持ち、隣接歯や対合歯との機能調
和のとれた彫刻ができる。 

咬頭、隆線、溝を彫刻して仕上・
完成をさせる。宿題で上顎第二
小臼歯彫刻をさせる。

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

11 10/6 下
顎
小
臼
歯

1. 下顎第二小臼歯各面の展開図をスケッチできる。
2. 下顎第二小臼歯の解剖学的特徴を有した概形でワックス彫刻が
できる。

模型計測後、展開図のスケッチ
をさせる。石膏棒を用いて歯冠・
歯根の概形の彫刻をさせる。

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

12 10/6 1. 下顎第二小臼歯の解剖学的特徴を有したワックス彫刻ができ
る。
2. 審美的要素を満たした形態を持ち、隣接歯や対合歯との機能調
和のとれた彫刻ができる。 

咬頭、隆線、溝を彫刻して仕上・
完成をさせる。宿題で下顎第一
小臼歯彫刻をさせる。

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

13 10/13 上
顎
大
臼
歯

1. 上顎第一大臼歯模型の計測点をノギスで正確に測れる。 
2. 上顎第一大臼歯各面の解剖学的特徴を有した展開図をスケッチ
できる。

模型計測後、展開図のスケッチ
し、石膏棒に計測点を記入させ
る。

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

14 10/13 1. 上顎第一大臼歯の解剖学的特徴と審美的養素を有した彫刻がで
きる。
2. 隣接歯や対合歯との機能調和のとれた彫刻ができる。

歯冠および歯根を詳細に彫刻を
させる。宿題で上顎第二大臼歯
の彫刻をさせる。  

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

15 10/20 下
顎
大
臼
歯

1. 上顎第一大臼歯模型の計測点をノギスで正確に測れる。
2. 上顎第一大臼歯各面の解剖学的特徴を有した展開図をスケッチ
できる。

模型計測後、展開図のスケッチ
し、石膏ブロックに計測点を記
入させる。

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B
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授業計画〈実習〉
回 日付 ユニット 行動目標（SBOs） 学習方略（LS） 授業担当者 コアカリ／国試出題基準
16 10/20 下

顎
大
臼
歯

1. 上顎第一大臼歯の解剖学的特徴と審美的養素を有した彫刻がで
きる。
2. 隣接歯や対合歯との機能調和のとれた彫刻ができる。

歯冠・歯根を詳細に彫刻をさせ
る。宿題で上顎第二大臼歯の彫
刻をさせる。  

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B

17 10/27 乳
歯

1. 上顎第二乳臼歯各面の解剖学的特徴を有した展開図をスケッチ
できる。
2. 上顎第二乳臼歯の解剖学的特徴を有した概形でワックス彫刻が
できる。

模型計測後、展開図をスケッチ
させる。ワックスを用いて歯冠
概形を彫刻をさせる。

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B
各Ⅰ -( Ⅰ )-3-A

18 10/27 1. 上顎第二乳臼歯の解剖学的特徴を有したワックス彫刻ができ
る。
2. 審美的要素を満たした形態を持ち、永久歯との鑑別可能な彫刻
ができる。 

咬頭、隆線、溝を詳細に彫刻し
て仕上・完成をさせる。宿題で
下顎第二乳臼歯彫刻をさせる。

松尾雅斗
教室員全員 F-3-1)- ②～⑤

総Ⅰ -(1)-4-A､B
各Ⅰ -( Ⅰ )-3-A

19 11/10 歯
列
と
咬
合

1. 歯列と咬合について説明できる。
2. 下顎運動の基本を説明できる。
3. 咀嚼の意義と制御機構を説明できる。

実習彫刻した上下大臼歯が正常
な咬合・隣接状態となるように
調整させる。

松尾雅斗
教室員全員 F-2-2)- ③

総Ⅰ -( Ⅲ )-1-A､B
総Ⅰ -( Ⅲ )-2-B ～ D

20 11/10 異
常
歯

1. 異常歯を鑑別し、形態的特徴を理解する。
2. 立体的な歯の形態、構造をイメージできる。
3. イメージした像をワックスで具体的に再現できる。 

異常歯を配布し鑑別を行う。
ワックスを用いた彫刻試験を行
い、指導医から評価と指導を受
ける。

松尾雅斗
教室員全員 F-2-2)- ③

総Ⅰ -(1)-4-A､B
各Ⅲ -( Ⅲ )-1-A ～ E

21 11/17 脊
柱
と
胸
郭

椎骨の基本構造と椎骨間の連絡を説明できる。 テレビカメラと骨標本により解
説する。

飯村彰
教室員全員 Ｄ -2-3)-(2)- ①②

総Ⅰ -( Ⅰ )-1-b

22 11/17 胸郭を構成する骨とその連絡を説明できる。 標本の観察とスケッチをさせ
る。

飯村彰
教室員全員 Ｄ -2-3)-(2)- ①②

総Ⅰ -( Ⅰ )-1-b

23 11/24 上
肢
の
骨
と
下
肢
の
骨

上肢帯と自由上肢を構成する骨とその連絡を説明できる。

〃

飯村彰
教室員全員 Ｄ -2-3)-(2)- ①②

総Ⅰ -( Ⅰ )-1-b

24 11/24 骨盤と自由下肢を構成する骨とその連絡を説明できる。

〃

飯村彰
教室員全員 Ｄ -2-3)-(2)- ①②

総Ⅰ -( Ⅰ )-1-b

25 12/1 頭
蓋
骨
の
構
造

顔面頭蓋の構成を説明できる。 標本の観察とスケッチをさせ
る。

松尾雅斗
教室員全員 F-2-1)- ①

総Ⅰ -( Ⅰ )-7-A

26 12/1 脳頭蓋と顔面頭蓋の構造物を説明できる。 D 頭蓋骨モデルを用いて骨の分
類、着色をさせる。

松尾雅斗
教室員全員 F-2-1)- ①

総Ⅰ -( Ⅰ )-7-A

27 12/8 頭
蓋
骨
の
基
準
平
面

内頭蓋底において主な孔とそこを通る脈管、神経を説明できる。 標本の観察とスケッチをさせ
る。D頭蓋骨モデルを用いて構
造物を理解させる。

松尾雅斗
教室員全員 F-2-1)- ①

総Ⅰ -( Ⅰ )-7-A

28 12/8 解剖学的基準点・基準平面を身につける。 標本の観察とスケッチをさせ
る。D頭蓋骨モデルを用いて下
顎運動を理解させる。

松尾雅斗
教室員全員 F-2-1)- ①

総Ⅰ -( Ⅰ )-7-A

29 12/15 顎
関
節

上顎骨と下顎骨の形態と構造を説明できる。 標本の観察とスケッチをさせ
る。D頭蓋骨モデルを用いて下
顎運動を理解させる。

松尾雅斗
教室員全員 F-2-1)- ①

総Ⅰ -( Ⅰ )-7-A

30
　

12/15 顎関節の構成を説明できる。 標本の観察とスケッチをさせ
る。D頭蓋骨モデルを用いて下
顎運動を理解させる。

松尾雅斗
教室員全員 F-2-1)- ①

総Ⅰ -( Ⅰ )-7-A




